
令和元年８月２７日～２８日の降雨における

大山ダムの防災操作の効果について

筑後川水系赤石川の大山ダム（大分県日田市）流域では、西日本付近にのびる

前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込み、前線の活動が活発になった影響

により断続的な降雨がもたらされ、降り始めから８月２８日１２時までの総雨量

は、流域平均で約２０１mmとなりました。特に、２８日５時から６時までの

時間雨量は、約４０mmを記録しました。

この降雨により、大山ダムでは防災操作※を行い、ダムに流入する水の量は

最大毎秒約１２２立方メートルに対して、約６割に当たる毎秒約７５立方

メートルの水を貯留して、ダム下流の河川水位を低減しました。

具体的には、大山ダムの下流にある小渕地点における水位は、８月２８日
こ ぶち

９時４０分頃に最大となり、ダムに水を貯めたことで、ダムが無かった場合に

比べて約０．０２ｍの水位低減効果があったと考えられます。

※ 防災操作：大雨により、ダムに流れ込む水の一部をダムに一時的に貯め込ん

で、ダムから下流に流す量を減らし、下流の川の水位を低減させ

る操作

今回の発表は速報値であり、数値等は今後の調査により変わることがあります。

令和元年８月２９日
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【防災操作概要図】

右岸側 

左岸側 

▼計画高水位 5.55ｍ 

▼はん濫危険水位 4.50m 
▼避難判断水位 4.00m 

▼はん濫注意水位 3.00m ▲今回の大雨で観測した 

  河川水位 ３．２７m 

▼ダムで河川の水量を調節しなかった場合 
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＜流入量＞ 

大山ダムへ流れてくる水量 
①最大122㎥/s 

大山ダム 

貯水位 EL.248.87ｍ 

防災操作開始水位 247.38m 

約1.5m  

ダムに貯まりました 

【大山ダム最大流入時：8月28日、8時40分時点】 

＜通過量＞ 
下流河川へ流す水量 

   ②47㎥/s 
（最大流入時の放流量） 

水道用水などに利用するために 
常時貯めている水量 

小渕水位観測所地点水位比較図 

値は暫定値のため、確定値ではありません  

小渕水位観測所 

大山ダムの操作状況図 

ダムへ流れてくる水量の 
約６割低減させて流しました。 

※約6割≒１－（②÷①） 

日田市街 

【小渕水位観測所】 
 ピーク水位時：8月28日、9時40分時点 

河川の水位を 
約２センチメートル低下させる効果が 
あったと推測されます。 

大山ダム 

松原ダム 

下筌ダム 

防災操作による大山ダム貯留状況 

今回洪水時最高貯水位 EL.248.87m 

今回洪水調節開始貯水位 EL.247.38m 

8月28日13時撮影 

約1.5m 
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